
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第189号 

2014年 2月24日 

日本医労連 

増員・夜勤改善闘争本部 

TEL：03-3875-5871 

 

    

    

服部氏は、服部氏は、服部氏は、服部氏は、消費税増税に消費税増税に消費税増税に消費税増税について、報ついて、報ついて、報ついて、報

酬の改定（酬の改定（酬の改定（酬の改定（0.630.630.630.63％）による利用者負担％）による利用者負担％）による利用者負担％）による利用者負担

の増加だけでなく、ホテルコストや福の増加だけでなく、ホテルコストや福の増加だけでなく、ホテルコストや福の増加だけでなく、ホテルコストや福

祉用具、住宅改修などの自費の部分で祉用具、住宅改修などの自費の部分で祉用具、住宅改修などの自費の部分で祉用具、住宅改修などの自費の部分で

も負担が増加すると指摘しました。も負担が増加すると指摘しました。も負担が増加すると指摘しました。も負担が増加すると指摘しました。    

また、また、また、また、介護サービスについて、在宅介護サービスについて、在宅介護サービスについて、在宅介護サービスについて、在宅

サービスサービスサービスサービスは利用率は利用率は利用率は利用率 72727272％％％％に対して給付に対して給付に対して給付に対して給付    

はははは 46464646％となっていることから、いかに在宅での生活を％となっていることから、いかに在宅での生活を％となっていることから、いかに在宅での生活を％となっていることから、いかに在宅での生活を

長くできるかが給付を抑えていくカギだとして、これか長くできるかが給付を抑えていくカギだとして、これか長くできるかが給付を抑えていくカギだとして、これか長くできるかが給付を抑えていくカギだとして、これか

らの地域包括ケアシステムのあり方について一つの提言らの地域包括ケアシステムのあり方について一つの提言らの地域包括ケアシステムのあり方について一つの提言らの地域包括ケアシステムのあり方について一つの提言

を示すとともに、施設や病院から無理矢理締め出し、在を示すとともに、施設や病院から無理矢理締め出し、在を示すとともに、施設や病院から無理矢理締め出し、在を示すとともに、施設や病院から無理矢理締め出し、在

宅にシフトさせようとする改正の内容を批判しました。宅にシフトさせようとする改正の内容を批判しました。宅にシフトさせようとする改正の内容を批判しました。宅にシフトさせようとする改正の内容を批判しました。    

    さらにさらにさらにさらに、、、、軽度者の訪問介護軽度者の訪問介護軽度者の訪問介護軽度者の訪問介護や通や通や通や通所介護所介護所介護所介護をををを地域支援事業地域支援事業地域支援事業地域支援事業

に移行に移行に移行に移行し、一般の企業が参入するし、一般の企業が参入するし、一般の企業が参入するし、一般の企業が参入することについてことについてことについてことについて、「介護専、「介護専、「介護専、「介護専

門職が入ることの価値と意味がなくなると利用者は悪化門職が入ることの価値と意味がなくなると利用者は悪化門職が入ることの価値と意味がなくなると利用者は悪化門職が入ることの価値と意味がなくなると利用者は悪化

する。無資格者ではできない。悪化予防は誰がするのか」する。無資格者ではできない。悪化予防は誰がするのか」する。無資格者ではできない。悪化予防は誰がするのか」する。無資格者ではできない。悪化予防は誰がするのか」

と警鐘を鳴らしました。と警鐘を鳴らしました。と警鐘を鳴らしました。と警鐘を鳴らしました。服部氏は、自らのケアマネとし服部氏は、自らのケアマネとし服部氏は、自らのケアマネとし服部氏は、自らのケアマネとし

ての経験も交え、専門職としてどのように制度に関わっての経験も交え、専門職としてどのように制度に関わっての経験も交え、専門職としてどのように制度に関わっての経験も交え、専門職としてどのように制度に関わっ

ていくべきかをわかりやすく講演してくださいました。ていくべきかをわかりやすく講演してくださいました。ていくべきかをわかりやすく講演してくださいました。ていくべきかをわかりやすく講演してくださいました。    

  2014 介護要求実現！全国学習交流集会を開催しました。介護

保険制度改正が目の前に迫る情勢の下で、介護労働者の「やりが

い」と「働き続けられる労働条件」の確立に向け、学習・交流を

図りました。北海道の特別報告では運動の意義と重要性を学び、

分科会・分散会を通して実態の交流と改善に向けた課題を共有し

ました。 

 前日からの大雪で関東や東北の交通機関が不通となり、長野県や山梨県、宮城県の仲間が参加

できないというアクシデントがありましたが、それでも上伊那民医労（長野）や茨城民医労の仲

間は前泊で、岩手や新潟の仲間は 10 時間以上かけて集会に参加されました。分科会での発言や

参加者の感想などを通して、「自分たちで介護を何とかよくしたい」という思いが強く感じられ

る集会となりました。参加者は２９県医労連３９単組・支部１０８名（前年 1 全国組合 27 県

医労連 39 単組・支部 129 名）。 

 

 各地域、労組の介護保険制度改善に向

けた取り組みを交流しました。自分達が

取り組みをすすめる契機となりました。 

 

 夜勤のシフトが、働くものの生活にマ 

ッチしていない問題が浮き彫りに。夜勤 

パートを正職化したなど成果の報告も！ 

 

          現場の実態や職場の要求な

どをテーマに討論しました。各

労組の成果や労働の実態を交

流し、自分たちのこれからの取

り組みのヒントを得る 

ことができました。腰痛が労災申請 

できることなど、これまで知らなか 

ったことも学ぶことができました。 

 
今年から 

分科会も開催 

したよ！ 



 

 

 

 

 

 夕食交流会では、ブロック紹介で参加者の自己紹介を行いました。各ブロックからまんべんな

く参加者が集まり、あらためて介護の運動が広がっていることを実感できました。 

 ブロック紹介のほかに余興として「友だちビンゴ」を行いました。数字の代わりに人の名前を

使ったビンゴで、友達を探して自分でビンゴカードに記入します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北海道の取り組みは、労組の枠を超えて取り組む事が出来たのはす

ごいことだと思いました。組合が自ら大きな声を上げ、成果を上げ

ているのが何よりすごいと思います。所属組合も人数多くいるので

自分ももっと声を上げてしっかり要求していけるよう頑張りたい

と思います。とても参考になりました。 

    「「「「夜勤改善・大幅増員」・「介護署名」夜勤改善・大幅増員」・「介護署名」夜勤改善・大幅増員」・「介護署名」夜勤改善・大幅増員」・「介護署名」    

を送ってください！！ 

に参加しよう！に参加しよう！に参加しよう！に参加しよう！    

 介護の専門性を高めていくことは、私たち介

護労働者が社会的な地位を確立していくうえで

も重要な課題です。 

 医療研究全国集会では、毎年、多くの介護職

からレポートが提出され、その内 

容も介護の専門性を追求するもの 

となっています。 

 多くの方の参加をお待ちしてお 

ります。 

 

「友だちビンゴ」の勝者で 

「介護は○○だからええねん！」 

「定年しても運動は続けます（男性）」 

（沖縄の仲間） 

「雪ニモ負ケズ」 

12 時間かけてやっと到着！新潟の仲間 

参 加 者 感 想 か ら参 加 者 感 想 か ら参 加 者 感 想 か ら参 加 者 感 想 か ら     

はじめての全国大会（参加）。とても

学びも多く、楽しむことができまし

た。 

他地域の人との交流ができて楽しく勉強になった。個人的には勉強

不足で知らないことが多いのでとても良い学習のチャンスを頂け

たと感謝しています。ありがとうございました。次回もぜひ参加さ

せてください。 

初めて参加させていただき他県の話

を聞き刺激を受けれてよかったで

す。今後の活動に力を入れていきた

いと思います。 

北海道の取り組みは、地道に働きかけ全ての事業所に広げた

ことに感銘を受けた。 

他の組合はしっかりとした要求を掲げて取り組んでいた。自

分の職場はあきらめムードが全体にあり、要求にすらならな

いことがある。小さなことからでも要求をしていきたいと思

った。考えさせられた分科会だった。 

「うちの組合は看護師のためのものだから」といって加入し

ない職場の仲間がいます。そんなことは言わせないようにし

ないと！！するぞという思いになりました。 


